
平成23年11月１日（火曜日）薬 学 生 新 聞（２）　　　　　　第 31号

　９月に千葉市内で開かれた第５回
日本緩和医療薬学会年会では、「共
に語ろう…緩和医療チームと薬剤
師の未来」をメインテーマに 21 の
シンポジウム、72 題の口頭発表、
197 題のポスター発表が行われた。
設立から５年目を迎えた同学会がま
すますの発展を遂げていることがう
かがえた。
　シンポジウム「次世代の薬剤師緩
和ケア―薬剤師プログラムを考える」では、
藤田保健衛生大学医学部外科・緩和医療学講
座の村井美代氏が医師の緩和ケア研修に “ 薬

剤師枠 ” を設け、同院以外からも多くの
病院薬剤師、開局薬剤師が参加するユ
ニークな多職種研修の取り組みが紹介
された。
　厚生労働省の「がん対策推進基本計
画」では、癌診療に携わる全ての医師が、
研修会などで緩和ケアの知識を習得す
ることが目標として掲げられている。
  これに基づいて同院では、2009 年か
ら研修会を開催しているが、看護師や薬

剤師、作業療法士、臨床心理士など多職種
が協力者として参加している。薬剤師は毎
回２～３人ずつが受講しているほか、ファ
シリテーター役としても参加する。  
　薬剤師の参加者に合わせて、ロールプレ
イには薬剤師バージョンのシナリオも作
成された。参加者は同院薬剤部のスタッフ
に限らず、広く近隣の病院や保険薬局から
も受け付けているのが特徴。参加した薬剤
師からは「医師と貴重な意見交換ができた」
など、多職種による研修を歓迎する意見が寄
せられているという。

　ポスター発表では、疼痛管理に関する話題
が多くを占めた。この中で静岡県立総合病院
薬剤部からは、薬薬連携を強化して麻薬処方
箋の院外発行を拡大するなどの取り組みが報
告された。
　同院では 08 年３月から、麻薬処方箋の院
外発行をスタートした。病院薬剤師が退院前

に、患者のかかりつけ薬局に麻薬の応需意向
を確認するなど、薬薬連携を強化することで
体制を整備。３年間で麻薬処方箋の院外発行
人数は 11 人から 72 人へ、処方箋枚数も 21
枚から 139 枚へと大幅に増加した。
　静岡市内の保険薬局を対象に実施したアン
ケートによると、医療用麻薬の服薬指導では、
薬効や用法・用量、副作用など基本的な点に
ついては、８割程度の施設で実施されていた。
一方、痛みのモニタリングは３割程度、副作
用モニタリングは半数弱の実施率であった。
外来での疼痛管理において、薬局薬剤師によ
るモニタリングが不十分なことが課題として
浮き彫りになった。

　10 月に神戸市で開かれた第 21
回日本医療薬学会年会では、癌領
域の薬剤経済学が話題の 1 つに
なった。約 10 年前から、従来の
抗癌剤とは異なったメカニズムで
作用する分子標的治療薬が次々に
登場してきた。これらの新薬は、
生存期間を数カ月延長するなどの
効果がある一方、その高い薬価は
患者の負担増、医療費増加の要因
にもなっている。薬剤師は、薬の
値段と効果のバランスを考慮し
て、医薬品の採用や薬剤選択を行
うことが必要とされた。

　シンポジウム「がん薬物療法と
薬剤経済学」で池田俊也氏（国際
医療福祉大学薬学部）は、「医療

費の高騰が大きな社会問題になっている。価

格に見合った価値がその薬にあるのかどうか
という評価が、社会から求められている」と
問題提起した。
　薬剤の費用対効果の分析には、様々な手法
がある。薬剤費だけを単純に比較するだけで
なく、他の医療費や医療費以外の費用も含め
て比べたり、休職などによる患者の経済的損
失まで含めて比べる手法がある。また、生存
期間に加え、ＱＯＬの維持期間まで含めて評
価する手法もあるという。
　池田氏は、米国では多くの薬剤師が、薬剤
経済学のデータを院内の採用医薬品の決定に
活用していると説明。日本においても、医薬

品採用時、患者への薬剤選択、他の医療
者への情報提供などの場面でデータを
活用したり、自ら薬剤経済の研究を実施
することは、「薬剤師の職能の 1 つとし
て大いに期待される」と語った。
　６年制の薬学教育では、薬剤経済学は
必須科目となっている。薬学生にその講
義を行っている池田氏は、大学で学んだ
薬剤経済学の知識を臨床現場で幅広く
活用するよう、薬学生に期待を示した。
　病院薬剤師として臨床現場で働く伊勢雄也
氏（日本医科大学付属病院薬剤部）は、緩和
医療に用いられるモルヒネ徐放錠とオキシコ

ドン徐放錠などについて、患者のＱＯＬも
含めて費用対効果を比較した分析結果を紹
介した。
　「臨床現場でも簡単に、薬剤経済学を専
門としない人間でも分析を行える」とし、

「自院の治療について、経済評価を行って
他の医療従事者に情報提供することは、経
済効率の良い医療を行うために重要ではな
いか」と呼びかけた。
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